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序 文 
 

史跡人吉城跡は、中世から近世にかけて、人吉球磨地域を治めた相良氏の領国支配の拠

点となった城郭で、本市の歴史文化の象徴的存在であり、市民をはじめ、史跡来訪者の方々

に親しまれている史跡です。 

人吉市では、昭和 60 年３月に策定した「史跡人吉城跡保存整備基本計画」を基に、これ

まで保存修復を中心とした史跡人吉城跡の管理や整備を行ってきました。しかしながら、

策定から 30 年が経過し、中世城郭部分である上原城跡の追加指定や史跡ガイダンス施設と

なる人吉城歴史館の建設、史跡内に立地していた人吉市役所麓町本庁舎の解体撤去等、史

跡を取り巻く環境が大きく変化したことにより、計画見直しの必要性が生じておりました。 

今回、策定いたしました「史跡人吉城跡整備基本計画書第２版」では、今後の本史跡の

目指すべき方向性を７つの基本方針として定め、史跡の整備や活用についてまとめており

ます。 

本計画書第２版に基づき、史跡人吉城跡の歴史的価値を次世代へ継承し、本市の歴史・

文化、ひいてはまちづくりに資するため、既存の観光プログラムや観光振興施策との連携

を図り、史跡整備やその活用に取り組んでまいりたいと存じます。 

結びに、本計画書の策定にあたり、２か年にわたり御審議、御指導を賜りました専門指

導員の先生方をはじめ、文化庁、熊本県教育委員会、その他多くの関係者の皆様に心から

厚くお礼を申し上げます。 

 

令和２年３月 

史跡管理団体 人吉市 

代表 人吉市長 松岡 隼人 

 
  



 

例 言 
 

１  本書は、熊本県人吉市麓町、上原町、富ヶ尾町に所在する「史跡人吉城跡」の整備等の方針を示

した整備計画書である。 

 

２  計画策定にあたっては、人吉市が「歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業」による文化庁国庫

補助金の交付を受け、平成 30年度から令和元年度（平成 31年度）までの２か年で実施した。 

 

３  計画策定は、「史跡人吉城跡保存整備専門指導会」及び「人吉城跡保存活用協議会」による検討

会を実施し、その指導・助言のもと、人吉市教育委員会歴史文化課が行った。また、オブザーバ

ーとして文化庁文化財部資源活用課、熊本県教育総務局文化課の指導・助言を得た。 

 

４  本書の執筆及び編集は、株式会社エスティ環境設計研究所の協力のもと人吉市教育委員会歴史文

化課が行った。 

 

５  本書にて報告した調査、整備に関わる記録類に関しては、人吉市教育委員会歴史文化課が保管し

ている。 
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第１章 計画の前提 

１－１ 計画策定の経緯 

人吉市は鎌倉時代以降、相良氏が統治の拠点として城郭を構えた土地を中心に発展したところであ

り、豊かな自然とともに現在も非常に数多くの貴重な文化遺産が遺されている。とりわけ人吉城跡は、

中世から近世までの約 700 年間にわたる地域支配の中核的施設として、人吉に限らず球磨地域まで含

めた当地の風土・生活文化の根底を示す象徴的存在といえる。 

こうした歴史・文化的価値の高さから昭和 36 年に近世城郭域が国の史跡指定を受け、昭和 60年３

月に人吉市が策定した「史跡人吉城跡保存整備基本計画」を基に保存修復を中心とした管理整備がな

されてきた。 

現在、「史跡人吉城跡保存整備基本計画」策定から約 30年が経過し、中世城郭域の追加指定、史跡

ガイダンス施設となる人吉城歴史館の建設、平成 28 年熊本地震の被害に伴い史跡内に立地していた

人吉市役所麓町本庁舎の解体撤去など、史跡を取り巻く環境が大きく変化している。 

このような状況から、今後の史跡人吉城跡の整備を円滑に、かつ具体的に示す「史跡人吉城跡整備

基本計画第２版」を策定し、今後の史跡整備や活用方針を定めるものとする。 

 

１－２ 計画策定の目的 

史跡人吉城跡は学術的に貴重な文化財であるとともに、自然環境や景観等の環境にも恵まれた史跡

であり、加えて、城郭としての機能を失って以降は、西南戦争の舞台を経て、相良神社の建立や人吉

城跡公園としての整備、市庁舎の建設など、市民が集い憩う場として親しまれてきた背景がある。 

また、史跡範囲が近世城郭・中世城郭の広範囲にわたっていることや、災害の発生等から、保存管

理・整備・活用等の面で様々な課題を抱えており、本史跡における保存及び活用・整備の検討を進め

ていく上では、こうした多面的な活用にも注視し、本質的価値の保存及び顕在化と併せた検討が求め

られる。 

本計画は、こうした現状を踏まえ、史跡の特性や課題を整理して史跡の本質的価値を明確にするこ

とを目的の主体とする。また、都市公園として、人吉市を代表する観光地としての側面も考慮したう

えで、史跡人吉城跡の歴史的価値を次世代に継承し、本市の歴史・文化、ひいてはまちづくりに資す

ることを目的として、整備・活用を推進するための整備基本計画として策定するものである。 
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１－３ 対象範囲 

本計画の対象範囲は、史跡人吉城跡の指定範囲とする（図１－１）。また、本計画で使用する各名

称は、保存管理計画において設定されたものを踏襲するものとし、その名称は図１－１の通りである。 

  

図１－１ 指定範囲図 
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１－４ 計画の構成と策定の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２ 計画の構成と策定の流れ  
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１－５ 検討体制 

（１）史跡人吉城跡保存整備専門指導会議・人吉城跡保存活用協議会の体制 

本計画は、検討の各段階において学識有識者による史跡人吉城跡保存整備専門指導員及び、史跡

人吉城跡に関連する庁内担当課で構成する人吉城跡保存活用協議会審議員による指導、助言を受け

策定した。当該会議の体制は以下に示す通りである。 

 

【専門指導員（敬称略）】 

氏名 専門 所属 

北野  隆 建築史 熊本大学名誉教授 

薛  孝夫 造園学 西日本短期大学特任教授 

髙瀬 哲郎 石垣技術・考古学 石垣技術研究機構代表 

稲葉 継陽 中世史・近世史 熊本大学永青文庫研究センター長 

下田 文仁 郷土史 人吉市文化財保護委員 

 

【人吉城跡保存活用協議会（敬称略）】 

松田 知良 会長 （副市長） 

小林 敏郎 副会長（教育部長） 

渕上 聖也 審議員（企画課長） 

植木 安博 審議員（財政課長） 

井上 敬明 審議員（観光振興課長） 

濱田 修一 審議員（道路河川課長） 

土肥 將資 審議員（都市計画課長） 

戸高 浩文 審議員（歴史文化課長） 

 

【オブザーバー】 

・文化庁文化資源活用課           ・熊本県教育庁文化課 

 

【事務局】 

・人吉市教育部歴史文化課 
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（２）史跡人吉城跡保存整備専門指導会議の開催経過 

＜第１回史跡人吉城跡保存整備専門指導会議＞ 

日 時  平成 30年９月５日（水）13時 30 分～17 時 

【協議内容】 

（１）人吉城跡整備基本計画策定業務について 

（２）麓町本庁舎跡地発掘調査の経過について 

（３）現地協議・現地協議後の意見とりまとめ 等 

 

＜第２回史跡人吉城跡保存整備専門指導会議＞ 

日 時  平成 30年 12 月 17 日（月）13 時 30 分～17時 

【協議内容】 

（１）人吉城跡の現状と課題について（近世城郭エリア） 

（２）基本理念・基本方針について 等 

 

＜第３回史跡人吉城跡保存整備専門指導会議＞ 

日 時  平成 31年２月 28日（木）９時～12時 30 分 

【協議内容】 

（１）人吉城跡の現状と課題について（中世城郭エリア） 

（２）整備の方向性について 等 

 

＜第４回史跡人吉城跡保存整備専門指導会議＞ 

日 時  令和元年８月２日（金）13時 30 分～17 時 00 分 

【協議内容】 

（１）人吉城跡のき損（石垣損壊）について 

（２）令和元年度の事業と来年度以降の事業予定について 

（３）現地協議（石垣き損箇所） 

（４）整備基本計画策定業務の進捗について 

 

＜第５回史跡人吉城跡保存整備専門指導会議・第２回人吉城跡保存活用協議会合同会議＞ 

日 時  令和元年 11月 11 日（月）13 時 30 分～17時 00 分 

【協議内容】 

（１）史跡人吉城跡整備基本計画の進捗について 

（２）現地視察 
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＜第６回史跡人吉城跡保存整備専門指導会議・第４回人吉城跡保存活用協議会合同会議＞ 

日 時  令和２年２月７日（金）13時 30 分～17 時 

【協議内容】 

（１）史跡人吉城跡整備基本計画について 等 

 

＜第７回史跡人吉城跡保存整備専門指導会議＞ 

日 時  令和２年２月 26 日（水）10時～14 時 

【協議内容】 

（１）史跡人吉城跡整備基本計画について 等 

 

（３）人吉城跡保存活用協議会の開催経過 

＜第１回人吉城跡保存活用協議会＞ 

日 時  平成 31年５月 15日（水）９時～10時 30 分 

【協議内容】 

（１）史跡人吉城跡整備基本計画の進捗について 

 

＜第３回人吉城跡保存活用協議会＞ 

日 時  令和２年１月 22 日（水）15時～16 時 30 分 

【協議内容】 

（１）史跡人吉城跡整備基本計画の進捗について 

（２）西外曲輪の利活用について 等 
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１－６ 関連法令・条例 

城域は指定地内外を含め、山林、田畑、宅地、道路等の諸要素が混在しているため、文化財保護法

のほか、複数の法律により重複した規制がかかっている。史跡人吉城跡に関連する法令・条例の概要

と規制区分図等を示す。 

 

（１）文化財保護法（昭和25年５月30日法律第214号） 

同法は文化財を保存し、且つ、その活用を図り、もって国民の文化的向上に資するとともに、

世界文化の進歩に貢献することを目的として定められた。当市においても条例を定め、市指定文

化財の管理を実施しているが、国指定の史跡に関しては、上位法に基づき、史跡の管理を行って

いる。 

 

①史跡指定地内（国指定史跡としての管理） 

史跡指定地内は、国指定史跡としての本質的価値を損なうことなく適切に保存活用するため、

文化財保護法の規定に基づき管理を行っている。 

特に指定地内における土地の形状の変更や行為については、規定が設けられ、第 33 条の「滅

失、き損等」、第 125 条「現状変更等の制限及び現状回復の命令」による適切な史跡管理を実

施している。また西外曲輪の一部については、市が独自に「ふるさと歴史の広場占用使用許可

申請」や復元建造物等の「借用申請」により別途管理を行い、円滑な活用を図っている。 

 

②史跡指定地外（周知の埋蔵文化財包蔵地としての管理） 

中原城、下原城等の史跡指定地外は、城域として埋蔵文化財を包蔵する重要な地域であるた

め、「周知の埋蔵文化財包蔵地」として、開発行為等がある場合は、文化財保護法第 93 条、94

条等の規定をもとに、遺跡を保護するための管理を行っている。 

 

（２）都市公園法（昭和31年４月20日法律第79号） 

同法は、都市公園の設置及び管理に関する基準等を定めて、都市公園の健全な発達を図り、も

って公共の福祉の増進に資することを目的として定められた。当市においても、条例を定め、一

部の城域について都市公園としての設置及び管理基準を設けている。 

 

①都市公園としての管理【人吉市都市公園条例（昭和 48 年９月 28 日条例第 29 号）】 

城域の３割程度が都市公園として指定され、史跡指定地内も４割程度を都市公園が占めてい

る。条例に基づき、公園占用使用の管理、土地の管理等に関しての規制や規則を定めている。

ただし都市公園内でも、西外曲輪については、文化財部局による占用使用の管理を実施してい

る状況である。  
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（３）都市計画法（昭和43年６月15日法律第100号） 

同法は、都市の健全な発展と秩序ある整備を図り、もって国土の均衡ある発展と公共の福祉の

増進に寄与することを目的として定められた。当市においても、城域の位置付けがなされ、同法

に基づき都市計画区域が策定されている。 

 

①地域地区における用途地域としての管理 

城域全体が、都市計画法における地域地区の一つ、土地利用の用途混在を防ぐために設けら

れた「用途地域」の第一種低層住居専用地域に指定されている。この地域は、低層住宅に係る

良好な住居の環境を保護するために定められた地域で、建築基準法第 53 条第１項第１号（建

ぺい率）、同法第 54条（外壁の後退距離限度）、同法第 55 条第１項（建築物の高さの限度）等

の規制が設けられている。 

 

②地域地区における風致地区としての管理 

城域の６割程度が、地域地区の一つ、「風致地区」に指定されている。風致地区とは、都市

内外の自然美を維持保存するために創設されたもので、同法第 58 条の規定により、指定地区

内においては政令で定める基準に従い、地方公共団体の条例で、都市の風致を維持するため必

要な規制をすることができるとしている。具体的には建設物の建築や樹木の伐採等の制限や、

風致地区内の後退限度（後退限度ラインから建築物壁面は２ｍ離す）等があげられる。 

 

（４）建築基準法（昭和 25 年５月 24 日法律第 201 号） 

同法は、国民の生命・健康・財産の保護のため、建築物の敷地・設備・構造・用途についてそ

の最低基準を定めた法律。当市においても、これに基づき、以下の要綱を定めている。 

 

①人吉都市計画区域内に係る道路整備要項 

良好な市街地の形成を確保するため、当市の都市計画区域内における建築行為等に伴う道路

の拡幅整備の促進に関し、必要な事項を定めたもの。 

建築基準法の規定に基づき、現道路境界線から道路後退線までの道路後退部分に突き出して

の建築行為を禁止している（後退限度ラインから建築物壁面は１ｍ以上離す）。 

  

（５）急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律（昭和44年７月１日法律第57号） 

同法は、急傾斜地の崩壊による災害から国民の生命を保護するため、急傾斜地の崩壊を防止す

るために必要な措置を講じ、もって民生の安定と国土の保全とに資することを目的として定めら

れた。同法第３条第１項の規定に基づき熊本県知事が指定した危険指定区域として、城域の一部

に、急傾斜地崩壊危険区域が指定されている。 
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①傾斜地崩壊危険区域の管理 

城域における急傾斜地崩壊危険区域は、昭和 52 年３月 29 日に指定された麓・富ケ尾町の  

1.29ｈa である。第７条の規定により、指定地における立木竹の伐採や土砂の採取等の行為に

ついては制限があり、県知事の許可なく実施することができない。また、この他にも、指定区

域内においては種々の規定が設けられている。 
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図１－３ 関連法の規制区分図 

図１－４ 都市公園管理区域 
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１－７ 上位・関連計画での位置づけ 

本計画は、人吉市総合計画を上位計画とし、人吉市都市計画マスタープラン等の関連計画との整合

を図りながら、史跡人吉城跡の整備・活用を実現するための全体計画として位置づける。 

以下に上位計画及び関連計画、並びに史跡人吉城跡関連計画との関連性を示すとともに、関連性の

高い計画の概要について整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－５ 上位・関連計画での位置づけ（括弧内は策定年度） 
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（１）上位計画 

①第６次人吉市総合計画（策定年度：令和元年度／計画年度：令和２～９年度、人吉市） 

総合計画は、将来都市像「～ 新たな価値の創造 次なる挑戦へ ～ 未来協創都市ひとよし」と

まちづくりの基本理念「みんなが幸せを感じるまち。ずっと住み続けたいまち。ひとよし」を目

指し、まちづくりの目標に対する現状と課題、課題解決に向けたより具体的な施策の内容を明ら

かにするほか、国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」で課題となっている人口減少問題や地

方における安定した雇用の創出など、本市として喫緊に取り組む必要のある施策を「地方創生施

策」として位置付け、総合的且つ計画的に市政運営を推進するための指針として、総合計画と総

合戦略を統合したものである。 

 

【関連する施策】 

・人吉市の歴史を代表する人吉城跡を核に、史跡や城跡のガイダンス施設等により人吉の歴史、

文化に触れることができる施設が集積する観光ゾーンを計画する。＜基本構想第３節：土地利

用構想（グランドデザイン）②土地利用構想：歴史・観光ゾーン（人吉城跡、永国寺付近）＞ 

・文化財の保存活用として、旧市庁舎の解体撤去を踏まえ、人吉城跡を管理し、活用するために

必要な種々の整備を行う。また、人吉城歴史館を市民の学習の拠点として利用してもらうため、

学校や地域との連携のもと機能充実を図る。＜第２章分野別施策 戦略２：教育・文化 （４）

歴史文化遺産の保存と活用＞ 

・文化によるまちづくりを、未来の核と位置付け、良好な景観の形成や歴史・文化・風土を活か

したまちづくりの推進、歴史文化遺産の地域資源としての磨き上げを引き続き進める。＜第３

章 地方創生施策 基本目標４ ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつく

る （３）地域資源を活かした個性あふれる地域の形成＞ 

 

②第２次人吉市教育振興基本計画 

（策定年度：平成29年度／計画年度：平成29～32年度、人吉市） 

市民一人一人が自ら学ぶ意欲を養うことで、将来の夢や希望に向かって自らの可能性を高め、

人間力を育み、心身ともに健康で豊かな人生を送ることができる生涯学習社会の実現を目指し教

育行政の推進に取り組むための計画である。 

【関連する施策】 

・文化財の保存活用に関する施策が定められており、特に史跡人吉城跡については、麓町旧庁舎

解体撤去後の調査結果及び保存管理計画を踏まえ、跡地の活用を含めた整備基本計画を策定し、

保存整備及び市民協働・各分野連携による整備を計画的に進めることとされている。＜施策

Ⅳ：人吉市民としての誇り、郷土愛を育む歴史・文化環境の整備 （１）文化財の保存活用＞ 
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（２）関連計画 

①人吉市都市計画マスタープラン 

（策定年度：平成14年度／計画年度：平成15～34年度、人吉市） 

市内の都市計画区域について、都市全体の将来像を見据えた上で、土地利用や土地施設の配置、

規模等についての長期的な見通しを明らかにするものである。また、地域の実情に即したきめの

細かいまちづくりに対応する為、対象となる都市計画区域をいくつかの地域に細分し、それぞれ

の地域ごとの将来のあるべき姿をより具体的に明示し、道路、公園等の公共施設の計画、地域に

おける都市づくりの課題とそれに対応した土地利用、公共施設等の整備の方針、これらを踏まえ

て策定すべき地区計画等や実施すべき市街地開発事業等を定めるものである。 

【関連する施策】 

・史跡人吉城跡は、用途地域では第一種低層住居専用地域となっているほか、風致地区及び都市

公園に指定されている。 

・史跡人吉城跡が該当する地区区分「南地域」では、地域づくりの基本理念を「豊かな自然と歴

史を守る落ち着きのあるまち」とし、人吉城跡の歴史資源を活かすまちづくり、人吉城跡ガイ

ダンス施設や石野公園の機能拡充等がうたわれている。（Ⅲ．地域別構想 ４－２ 南地域整備

方針（１）地域づくりの基本理念） 

 

 

 

 

  

図１－６ 都市計画総括図（中心市街地部分） 

史跡人吉城跡
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・都市公園としての位置づけは風致公園であり、中心市街地に近い観光資源として、石垣等の史

跡の保存・管理を図ると共に、公園内の発掘・調査を進め、歴史資料館を兼ねた人吉城跡ガイ

ダンス施設、市民の情報交流の場となる図書館等を整備し、人吉の歴史を感じさせる公園とし

ての魅力向上を図ることとしている。（Ⅲ．地域別構想４－２ 南地域整備方針（４）公園・緑

地整備方針） 

・隣接する「東地域」には中心市街地が位置し、歩行者観光ネットワークの形成・球磨川河川景

観との調和といった東地域における施策の上でも、史跡人吉城跡は重要な位置づけとされてい

る。（Ⅲ．地域別構想 ２－２ 東地域整備方針（９）中心市街地の整備） 

 

  

図１－７ 中心市街地整備方針図（人吉市都市計画マスタープランより転載） 
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②人吉市中心市街地活性化基本計画 

（策定年度：平成10年度／計画年度：平成11年度～、人吉市） 

「人肌の温もりを感じる交流のまちづくり」を計画テーマとし、中心市街地のコンセプト「球

磨川と人吉の歴史がよみがえる感動のまち」の基、中心市街地活性化の問題点・課題や基本的方

針を示したものである。 

人吉城に隣接する市街地 89ha の範囲が中心市街地区域として設定されており、対岸の紺屋

町・大工町・五日町周辺は重点整備区域となっている。当該範囲に隣接する大規模なオープンス

ペースである人吉城跡の利活用を考える上で重視しなければならない計画である。 

【関連する施策】 

・道路網・駐車場の整備など施設の充実を図り、文化財等の歴史的資源を有効に生かした広域観

光ルートの開発に努め、魅力あるまちづくりに取り組む。＜１（４）第三次人吉市総合計画第

２期基本計画 e 観光＞ 

 

図１－８ 中心市街地等区域図（地理院地図 電子国土 Web より編集・作成） 
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③人吉グランドデザイン（策定年度：平成25年度／計画年度：平成25～31年度、人吉市） 

人吉市の観光面における優位性等、現況を踏まえ、

さらに楽しく、美しく、機能性の高い街づくりの手法

について具体的に示し、人吉の街をさらに魅力的に変

貌させるための一助とするため、サインや休憩施設を

はじめとする公共空間のデザインコードを具体的に示

したものである。 

人吉城跡は、永国寺周辺とともに「歴史・観光ゾー

ン」に位置づけられ、ゾーンの方針として案内サイン

の整備や歴史的建造物の活用等がうたわれている。 

 

 

④人吉市景観計画（策定年度：平成31年度） 

相良 700 年の歴史・文化と球磨川をはじめとする豊かな自然が織りなす美しい風景を守り、育

て、未来へ引き継いでいくために、現状の問題点を解決しながら市民が共有しあえるルールづく

りを行うものである。計画の期間は定めず、運用状況を確認の上で必要に応じて見直しを行う。 

【関連する施策】 

・人吉城跡は、西外曲輪エリアが景観形成地域およびおくんち祭り伝統継承地区に指定されてい

る。また、当該指定は、城下町の中でも球磨川沿いの新町や老神町であり、土手町や寺町など

は含まれていない状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－10 地域・地区指定総括図（人吉市景観計画より転載） 

 

史跡人吉城跡 

図１－９ サイン等の色彩やイメージの設定 
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⑤人吉市歴史文化基本構想（策定年度：平成26年度／計画年度：平成27年度～、人吉市） 

現状保有している文化財に関する情報の整理や、将来的な未指定の文化財の把握についても方

針を示し、文化財を中心とした将来的なまちづくりに活かしていく。また、「人吉市総合計画」「人

吉市教育復興基本計画」「人吉市都市計画マスタープラン」「熊本県景観条例による景観形成ガイ

ドライン」の展開にあたり、基本的方針を提示するものである。 

【関連する施策】 

・史跡人吉城跡は歴史文化の象徴的存在であり、観光的要素もある。城下全体、人吉・球磨郡全

域を視野に入れた文化財の保護活用が重要。広域にわたる保存整備の意識が高まることが予測

される。＜第５章３関連文化遺産群の考え方 ２「相良 700 年」を物語る史跡群＞ 

 

⑥人吉市公園施設長寿命化計画 

（策定年度：平成23年度／計画年度：平成24～33年度、人吉市） 

本市の老朽化が進む公園施設に対し、公園利用者の安全確保及びライフサイクルコスト縮減の

観点から、適切な施設点検や維持補修等の予防保全的管理を実施することにより、既存ストック

の長寿命化を図るとともに計画的な修繕や更新または改築を行うことを目的とするものである。 

【関連する施策】 

・人吉城跡公園は風致公園に指定されており、本計画の対象となる。 

・個別計画としては、歴史的な空間を維持するため現状維持を基本とするが、便所のバリアフリ

ー化や水洗化、照明灯の改善を早期に行うよう定められている。 

 

⑦人吉市森林整備計画変更計画 

（策定年度：平成31年度／計画年度：平成30～40年度、人吉市） 

本市の造林したスギ、ヒノキに関して、伐期を迎える林分も多く存することから、林業生産活

動を通じた適切な森林整備を実施して林齢構成の平準化を図ることを目的とするものである。 

【関連する施策】 

・美的景観の維持・形成に配慮した森林整備を推進する。また、風致のための保安林の指定やそ

の適切な管理を推進する。＜２ 森林整備の基本方針（1）地域の目指すべき森林資源の姿 オ

文化機能＞ 
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第２章 計画地の現状 

２－１ 自然的環境 

（１）位置と立地 

人吉市は熊本県の南部、人吉盆地の西南端に位置し、南は鹿児島、宮崎両県に接しており、熊本、

宮崎、鹿児島の３都市へ約１時間でアクセスできる。 

険しい山地に囲まれた内陸部にあることから、長く「陸の孤島」と呼ばれていたが、平成７年の

九州自動車道全線開通、それに伴う市内幹線道路等の整備が図られ、近年はアクセスが飛躍的に高

まっている。 

一方で、宅地の需要増大による市街地の広がりや都市化の進展と下水道その他の生活基盤整備も

進んでいる。生活、文化、産業など、あらゆる面で人吉球磨地方の中心として、また宮崎県、鹿児

島県との県境を越えた交流推進都市として、その役割がますます高まっている。 

 

図２－１ 史跡人吉城跡の位置  



19 

 

（２）気象 

気候は内陸性気候に属し、地理的な要因もあり寒暖差が激しく、特に 11 月から２月にかけて濃

霧が頻繁に発生するため「霧のまち」としても知られる。しかし昨今は気候の変動もあり、昭和 40

年代半ばから比較すると、霧の年間発生回数は半分以下に減少している。年平均気温は 16℃前後、

年間降雨量は 3,000ｍｍ弱で、一年中温暖多雨となっている。 

球磨川沿いの低地では南北の山地に比べると気温は若干高く、降水量は球磨川沿いの低地では少

ないが、南北の山地では逆に多い。 

人吉で観測された風向は、西から西北西の風が大半を占めている。西北西から東に開けた盆地地

形の影響を受けていると考えられる。 

 

（３）地形・地質 

熊本県のほぼ中央を通過する中央構造線は、九州山地を二分しており、以南の山地は球磨高地と

呼ばれる。球磨高地の地形は、壮年期の山容を示し、球磨川・川辺川・その他の河川は V字谷を形

成している。一方、国見岳、市房山、白髪岳の 1,400～1,700m 級の急峻な山地が存在し、断層盆地

である人吉盆地が形成されている。 

人吉盆地は、球磨川北岸に阿蘇溶結凝灰岩を基盤とする台地、その南岸では白髪岳山地に由来す

る複合扇状地の広大な段丘、また人吉市周辺では姶良火山の噴出物であるシラスの堆積した台地が

みられる。 

 

（４）植生 

気候が温暖帯で夏湿冬乾の特徴をもっており、現況の分布域は狭小ながらも、自然林としては暖

帯性の常緑広葉樹林が極相群落として優先する地域で、シイ、カシ型の発達が著しいと考えられる。 

しかし、人吉市は我が国でも屈指の林業が盛んな地域であり、市域南部に広がる山岳地域は現在

ほとんどスギ、ヒノキ植林地として利用されている。 

一方、市街地や集落の周辺には、暖帯性下位植物が生育しており、二次的なシイ、カシ萌芽林（コ

ジイ優先林とアラカシ優先林に区分される）、コナラ優先林、スギ、ヒノキ林等によって構成され

ている。また河川沿いの各所にタブ、メダケ、ヨシ等が優先する植生がみられる。 
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２－２ 歴史的環境 

（１）中世の人吉城  

相良氏と人吉城のかかわりは鎌倉時代初期にさかのぼる。江戸時代に編纂された『探源記』や

『南藤蔓綿録
なんとうまんめんろく

』などの相良家史によると、建久９（1198）年、鎌倉幕府の命を受け、遠江国相良庄

から相良長頼が下向したという。この時、人吉城には人吉庄を治めていた領主平頼盛の代官の矢瀬

主馬祐
しゅめのすけ

という人物がいたとされ、長頼は矢瀬氏を滅ぼして入城し、翌年から人吉城の修築を行った

と伝えられている。 

中世の人吉城の遺構は、近世人吉城の背後の丘陵上に残され、大規模な横堀や丘陵を切断した堀

切、畝状空堀などが見られ、縄張りの構成からすると戦国時代の完成した姿を示している。昭和 62

年度に実施した上原城跡の確認調査では、中心部の曲輪から掘立柱建物・礎石建物・半地下式建物

などが、平成 30 年度に実施した中原城跡の発掘調査では、掘立柱建物跡が検出され、出土遺物は

15 世紀から 16世紀の陶磁器等の出土が確認されている。 

一方、史料上で人吉城が初めて確認できるのは、文明２（1470）年、大内政弘方の僧である秀 

から、第 12 代当主為続の任官を祝った文書の宛名に「人吉御城 人々御中」という部分である。 

南北朝時代の争乱を経て、文安５（1448）年に第 11 代当主長続
ながつぐ

が多良木の上相良氏を滅ぼして

球磨郡を統一すると、相良氏は葦北・八代・北薩摩方面に進出し、戦国大名としての地位を確固た

るものにする。人吉城が本格的な城郭として整備・拡張されるのは、発掘調査の所見からも、およ

そ長続以降のことと推察される。 

戦国期の相良氏最盛期となった、第 16 代義滋
よししげ

、第 17 代晴広
はるひろ

、第 18 代義陽
よ し ひ

の時代には、八代の

古麓城を拠点とし、人吉城には重臣を置き、２つの城を拠点としながら、球磨・芦北・八代の三郡

を支配領域とする領主として成長した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図２－２ 中世人吉城縄張図 
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（２）近世の人吉城 

天正 15（1587）年、九州制覇を果たした豊臣秀吉によって、相良氏は球磨郡一郡の領有を許され

ることになり、第 20 代当主長
なが

毎
つね

は統治の拠点となる新たな人吉城の築城を開始する。 

天正 17（1589）年、豊後石工を多数呼び寄せ石垣普請に着手し、文禄の役で中断されるものの、

その後も普請・作事は断続的に進められた。 

慶長３（1598）年には居館である御館の普請・作事が行われ、慶長５年には御本丸（後の本丸・

二の丸）・二の丸（三の丸部分）の石垣が、翌年には御本丸・二の丸・堀（御館南側の堀と推定さ

れる）・櫓御門（中ノ
な か の

御門
ご も ん

と推定される）が完成している。江戸時代初期の様相はよくわからない

が、延宝２（1674）年の文書によると、現在の二の丸には、主要殿舎が設けられ、『高城二ノ丸指

図』からは、「御広間」「御金ノ間」「御次ノ間」「奥方御居間」「下御台所」等の建物名が確認でき

る。 

慶長 12 年からは外曲輪の石垣普請が開始され、同時に城と城下町を結ぶため球磨川を渡河する

唯一の橋となる大橋・小俣橋の架設も行われた。 

なお、慶長 15 年には、長毎の弟の長誠が、その屋敷地であった中ノ城（中原城）で死去してお

り、城普請中のこの頃まで中世城部分が相良氏庶子の屋敷として使用されている。 

元和４（1618）年、長毎嫡子の頼尚（後の 21 代頼寛）の祝言によって御館に新宅を造営し、ま

た門を建て替え、長屋を建てて長毎父子（長毎と頼尚の弟長秀）が移り住んだ。さらに、寛永の初

めには長秀のために西外曲輪の御館近くに新宅が造営され、相良織部屋敷と呼ばれている。 

一方、寛永３（1626）年には本丸に五階建ての櫓を建てる計画で、三階まで出来上がっていた櫓

が「三階以上の物見櫓は叶わぬ」という風聞によって、最上階を取り払い二階建ての護摩堂として

建造されたと伝えられる。 

寛永 17 年、頼寛は父長毎の遺言によって、専横のふるまいのあった相良（犬童
いんどう

）清兵衛頼兄を

幕府に訴え、幕命で江戸に召喚されている間に、清兵衛の養子犬童（田代）半兵衛を中心とする清

兵衛一族によって、後に「お下の乱」と呼ばれこととなる内乱が起こり、西外曲輪の北半分が焼失

した。 

慶長 12 年から続いていた外曲輪の石垣普請は、「世上色々風聞」により胸川御門（大手門）から

岩下門までの区間の普請が断念されて、大手門から南の岩下門
いわしたもん

までの石垣は実現されなかったとい

う。 

外曲輪の櫓・門・塀・役所・侍屋敷の建造については、史料がほとんどなく不明な点が多いが、

正保年間建造の胸川御門（大手門）をはじめとする曲輪内の主要な施設は、石垣普請が完了した 17

世紀中頃には完成したと考えられる。 

また、人吉城は地震や洪水によって石垣や岸等が度々破損し、その都度、幕府に修理のための願

いを提出している。城内に限れば「お下の乱」以降の享和２（1802）年、文久２（1862）年と二度

の大火もあり、特に文久２年の火事は「寅
とら

助火事
す け か じ

」と呼ばれる城下の鍛冶屋町を火元とするもので

あったが、城下はもちろん城内にも飛び火し、中ノ御門・御米蔵・御金蔵・西洋流大砲入蔵・漆蔵

（角櫓）・大手櫓・水ノ手御門・堀合門等を除き、御館や侍屋敷等の城内の主要な建物はほとんど

焼失する未曾有の大惨事となった。その再建は大坂商人や薩摩藩からの借金によって行われたが、

具体的な城郭建物の再建の様子を知り得る史料は少ない。  
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（３）明治初期の人吉城 

明治維新後は、明治２（1869）年から御館の南半分が藩庁として使用され、城内の武家屋敷も兵

伝所や洋学場、武器庫に改変され、時局の変化に対応して城内施設の拡充がなされている。しかし、

明治４（1871）年の廃藩置県により藩庁をはじめとした城内の建物は、明治５年から８年にかけて、

門、蔵などの建物は立木とともに払い下げられ、石垣のみを残す形となったが、明治 28 年頃に作

成したとみられる古い字図によれば、江戸時代の地割と比較して大きく変化していない。 

明治 10（1877）年６月１日の西南戦争における人吉の戦いでは、人吉城が薩軍の陣地となり、三

の丸付近に大砲を据え、球磨川北岸の政府軍を迎え撃ったとされる。城内西外曲輪には、西南戦争

により被災した住民のために、仮住居が並ぶ千人小屋が設けられたが、人吉城の具体的な様子を知

りえる史料は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治期の様子（多門櫓 明治２年） 
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２－３ 社会的環境 

（１）人吉市の概要 

文化財を継承し次世代につなげるという観点においても、人口は重要な要素であり、その推移に

ついては把握しておく必要がある。 

下の表に示すように平成 27 年の 65 歳以上人口は 34.3％、一世帯あたりの人口構成は 2.45 人と

なっており、高齢化、核家族化が進んでいる。 

残念ながら年々減少傾向にあり、またそれに伴う文化財管理者の高齢化や管理体制の脆弱化等も

危惧される。 

〔人口の状況（平成 27年 10 月１日国勢調査より）〕 

人口総数 33,880 人 

男 15,625 人 

女 18,255 人 

老齢人口（65歳以上） 11,633 人 

生産年齢人口（15～64 歳） 17,804 人 

年少人口（０歳～14歳） 4,356 人 

世帯数 13,849 世帯 

１世帯あたり世帯人数 2.45 人 

人口密度 160.91 人 

 

〔人口及び世帯数の推移（昭和 40年～平成 27年：国勢調査による）〕 

区分 世帯数 人口 区分 世帯数 人口 

男 女 総数 男 女 総数 

Ｓ40年 10,976 20,760 24,071 44,831 Ｈ07 年 13,701 18,180 21,193 39,373

Ｓ45 年 11,489 19,231 22,965 42,196 Ｈ12 年 14,072 17,877 20,937 38,814

Ｓ50 年 11,948 18,873 22,245 41,118 Ｈ17 年 14,135 17,265 20,318 37,583

Ｓ55 年 13,084 19,600 22,636 42,236 Ｈ22 年 14,001 16,370 19,241 35,611

Ｓ60 年 13,469 19,659 22,633 42,292 Ｈ27 年 13,849 15,625 18,255 33,880

Ｈ02 年 13,375 18,573 21,600 40,173    

 

（２）土地利用区分及び産業別推移 

市内の土地利用区分では、全体の８割以上が森林と田畑で占められているが、近年の産業別推移

をみると、第３次産業の移行がみられる。それに伴う宅地化の進行や、田畑の荒廃も推測され、文

化財保護の重要性は今後さらに増すことが想定される。 

産業別人口は、第３次産業が７割を超え、小売業・サービス業が主である。昭和４年頃から本格

的に開発された温泉は、今日重要な観光資源の一つとなっており、第３次産業を支えている。また

人吉の特産は、清流球磨川に育まれた鮎や焼酎であり、28 の蔵元で製造される銘柄は 200 を超え、

球磨焼酎はいまや全国的ブランドである。又伝統工芸である鍛冶刃物、木竹製品等も豊富で、そう

した特産品を土台にして、産業が発展してきたともいえる。この他、第１次産業としては、茶や椎

茸の生産等、山地を利用した農産物が多い。 
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（３）交通 

道路体系は、八代方面から国道 219 号が球磨川沿いを経て宮崎県えびの市に続いている。また南

部は国道 267 号を経て約１時間で鹿児島県伊佐市に続く。市内東部を九州自動車道が通り、高速バ

ス・自家用車ともに人吉ＩＣから熊本 IC、宮崎 IC、鹿児島 IC までいずれも約１時間 10 分前後でア

クセスできる。また人吉球磨スマート IC の開通により、国道 267 号からは市街地内を通過せずに、

アクセス性向上が期待される。 

鉄道は JR 肥薩線の利用により、熊本まで１時間 30 分、鹿児島中央まで２時間 10 分、博多と大

分までそれぞれ約３時間でアクセスが可能である。近年は八代から鹿児島までの新幹線が開通し、

また SL 人吉の運行により、更に九州圏内外からの観光面での利用が期待される。航空は、鹿児島

空港、熊本空港へいずれも１時間弱で到着し、そこから関西方面は１時間、関東・沖縄でも１時間

30 分でアクセスが可能である。 

 

（４）観光 

①主な観光資源 

本市には、史跡人吉城跡の他、国宝である青井阿蘇神社を始め、市内に 12 箇所が点在する相

良三十三観音など相良氏 700 年の歴史を物語る数多くの文化財が残り、神社・仏閣や古い街並み

が点在している。また、一世紀以上の歴史を持つ遊覧船（球磨川くだり）や、近年若年層を中心

に人気を誇るラフティングなどの球磨川を利用した自然体験、国内唯一のループ・スイッチバッ

ク等を有する観光列車や SL 人吉等の観光資源を有する。人吉盆地には地理的特性に起因する天

然温泉の源泉があり、市街地を中心に温泉利用の旅館等が集積している。 

図２－３ 人吉城跡周辺の主な観光資源（地理院地図 電子国土 Web より編集・作成）
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②観光入込客数の推移 

過去６年間の観光客数（推定）は、年間 130 万人前後で推移している。また、観光客の旅行形

態については、大きな変化はなく、その約９割が日帰り客となっている。 

  

図２－４ 人吉市の観光入込客数の推移（平成 30年版 人吉市統計年鑑をもとに作成）
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第３章 史跡人吉城跡の概要及び現状と課題 

３－１ 史跡指定の状況 

（１）史跡指定 

①指定申請と指定告示 

人吉城跡の史跡指定申請書は、昭和 31年８月 11日に提出している。 

この申請を受け、県及び文化財保護委員会（現文化庁）では次のような経過で指定に至っている。 

 

②指定について 

昭和 33 年３月 18 日付で熊本県史跡に指定されている。 

昭和 36 年９月２日付で官報に告示され、同日付地文記第 935 号で人吉城跡の史跡指定について

通知がなされた。その指定基準及び理由は次のとおりである。 

 

【指定理由】 

一. 基準 特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準史跡の部第一による。 

二. 説明 建久年間、相良頼景罪を得て肥後国球磨郡多良木に下り、ついで元久二年その子永（長）

頼は人吉庄の地頭に補せられた。爾後相良氏は人吉庄を中心として発展、中世を通じて南九

州の豪族の一として重きをなし、豊臣氏を経て徳川氏に至ってもこの地に封ぜられ、歴代相

継ぎ明治維新に至った。 

球磨川の左（南）岸に位置する高さ約 30 メートル余、独立状の丘陵に営まれ、西麓や離れ

て北流球磨川に注ぐ胸川を西端とする。胸川に臨んで大手門を置き、西麓には一段高い居館

の一部を含むかなり広い地域があり、北西麓には球磨川に向かって水の手門を開く。本丸は

丘陵の最高所にあり、北西に向かって階段状に二の丸、三の丸を配し麓まで急峻で地形の利

を採り入れ、本丸を除き城壁門等すべて石垣をもってかためている。居館の北端、水の手門

に臨む石垣の頂部には槹出があって武者返と称せられているが、築城史上興味がある。 

正治元年築城と伝えられるが、蓋し中世球磨川沿いのこの丘陵に山城として営まれ、近世に

入って改修、城地石垣等を拡充整備したものと思われ、寛永 16年完成といわれている。江

戸時代球磨城ともいわれているが、繊月城の雅称をもって知られ、相良氏の居城として、ま

た城の規模に見るべきものがあり、学術上重要な城郭である。 
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（２）追加指定 

中世城の追加指定については平成 15 年８月 27 日付（479 号）で官報に告示され、同日付 15庁財

第 211 号で史跡の追加指定について通知がなされた。指定面積は 216,122.12 ㎡となった。理由及

び指定基準は次のとおりである。 

 

【平成 15年追加指定理由】 

人吉城跡は、人吉市中心部に位置し、球磨川とその支流胸川に挟まれた丘陵上に築かれている。

人吉城跡は、鎌倉時代に人吉荘の地頭として入部した相良氏が築城した城であり、中世から明治

維新までその本城として使用したものである。文禄年間から築城が開始された近世城郭部分では、

球磨川・胸川に面する石垣工事が行われ、本丸、二ノ丸、大手門、水の手門や御館、藩校、武芸

場や大身の藩士の屋敷などが整備された。現在指定されているのは、この近世城郭部分である。 

近世城郭部分の東南側部分には、中世城郭部分が残っており、シラス台地に造られた堀切などの

遺構が良好に保存されている。今回、この中世城郭部分を追加指定し、中世から近世まで一貫し

てこの地を治めた相良氏の領国支配の拠点として保護しようとするものである。 

 

 ア 基 準 特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準（昭和二十六年文化財

保護委員会告示第二号）史跡の部二 

 イ 説 明 人吉市中心部に位置し、球磨川と胸川に挟まれた丘陵上に築かれた、相良氏の城

跡。相良氏は鎌倉時代に人吉荘に地頭として入部し、近世まで当地方を支配した。

近世城郭部分は既に指定されており、中世城郭部分を追加指定する。 

 

 

（３）管理団体の指定 

昭和 57 年４月７日付け人吉市長による管理団体指定の同意書が、同年４月９日付け人吉市教育

長名で文化庁長官宛てに提出された。それを受け、昭和 57 年６月 15日官報第 16611 号に文化庁告

示第 13 号として掲載された。 
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３－２ 史跡の現状 

（１）史跡人吉城跡の構成 

①史跡指定区域内 

＜中世城郭＞ 

主に中世相良氏の拠点たる区域で、特に指定地域である上原城は領主の居住区域である。標高

150ｍ、比高 40m の台地にある大規模な山城で、上原城、西ノ丸、内城の大きな郭からなる。中

心部の上原城では、大規模な主郭をめぐる横堀やシラス台地を切断した堀切などがみられ、土

塁・堀などの残存状況は、当時の状況を留めている。 

また、昭和 62 年に実施した上原城主郭の確認調査では、中心部の曲輪から掘立柱建物、礎石

建物、半地下式建物や、15 世紀後半から 16世紀代の出土遺物が確認されており、地下遺構の残

存も良好と推察される。 

土地の公有化がほぼ完了し、今後の継続的な発掘調査を経て保存管理、整備活用の具体的方針

を定めていく区域である。 

 

＜近世城郭＞ 

主に第 20 代当主相良長
なが

毎
つね

によって改修、築造された近世城の区域。近世相良氏の拠点たる区

域で、藩主の居住空間である高御城・御館跡と、有力家臣団の居住空間である武家屋敷跡によっ

て構成される。元禄５（1692）年を初出とする『人吉城修理願絵図』や江戸時代中頃の家臣屋敷

等が描かれた『人吉城大絵図』では、本丸・二の丸・外曲輪のほか、櫓や門、塀などの城郭建物

が描かれ、当時の城郭建物を知ることができる。 

これらの城郭建物は、城外へ移転したものを除きすべて払い下げられ、現在は確認することが

できないが、明治時代初期に撮影された大手門櫓門や多門櫓、角櫓などの建物の詳細が分かる古

写真が残り、これらの情報をもとにして復元建造物が整備されている。 

また、発掘調査では、絵図に描かれた建物礎石や武家屋敷の痕跡が確認され、地下遺構は良好

に残存していると推察される。 

西外曲輪には、人吉城跡のガイダンス施設である人吉城歴史館が立地し、史跡への入口となっ

ている。しかし、人吉市役所をはじめ、昭和から平成にかけて官公庁の建物が建設されるなど、

保存管理上有効でない幾つかの要素が含まれている。 

 

②史跡指定区域外 

指定地以外は、主に東部の中世城郭に含まれる中原城跡、下原城跡、原城外廻りや、近世城郭

の西部にあたる原城御門、南西部の岩下門跡を中心とする武家屋敷跡がある。 
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（２）史跡の価値 

人吉市は鎌倉時代以降、相良氏が当地の拠点としての城郭を構えた土地を中心に発展したところ

であり、球磨川に代表される河川や周囲の山々など豊かな自然環境に恵まれた極めて個性の強い地

域といえる。その中で人吉城跡は、中世から近世に至るまで地域支配の中核的施設として機能して

きた史跡である。 

中世城郭の曲輪群は、シラス台地の自然地形を生かした高い土木技術により築城された戦国時代

の城郭の完成形を示しており、地下遺構だけでなく、曲輪や堀が現存して当時の状況を留めた城郭

全域が本質的価値を有するものである。 

特に、その城郭構造は、南九州で特徴的な群郭式城郭の代表例とされ、「曲輪群には、上原城を

中心とした一定度のまとまりが認められるが、それはきわめてゆるやかな求心性にとどまり、曲輪

相互の相対的な独立性が強い構成となって城郭プランに表出された」と評価されている１）。 

また、相良氏が改修した大畑城（人吉市）や永里城（球磨郡あさぎり町）、湯前城（球磨郡湯前

町）では山裾や台地裾に大規模な横堀を回す城郭の構造が採用され、人吉城は相良氏の城郭におい

て規範となり、城郭構造に影響を与えた点でも重要な史跡といえる２）。 

近世に入ると、全国各地の戦国大名が近世城郭化を図る中で、城郭の構成に飛躍的な変化が遂げ

られたのに対して、人吉城跡は、中世城郭の構造を踏襲する形で、その主要塁線に石垣を使用し、

藩主の居住空間かつ政治拠点である高御城や御館が整備され、西外曲輪には有力家臣団の居住空間

として配置された。 

本丸、二の丸、三の丸の構成からなる城郭では、本丸に天守が設けられるのが一般的ではあるが、

人吉城では、天守に相当する曲輪に対し、天守の建物ではなく、護摩堂や御先祖堂が建造され、上

原城を始めとした中世城郭域は、江戸時代初期まで相良家庶子の屋敷として、幕末には上原城域に

藩校が配置されるなど、曲輪の形状等を大きく改変をすることなく利用され続けた。 

図３－１ 中世城郭と近世城郭の範囲 
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このように、近世への移り変わりとともに、戦国時代の城郭として完成された中世城郭域はその

機能を変化させながら、近世城郭へと変貌を伝えているのである。 

また、寛永 17 年に起こった相良家の御家騒動である「お下の乱」の舞台となった西外曲輪は近

世以降、有力家臣団の居住空間として利用され、文献とともに当時の屋敷配置等が確認でき、発掘

調査では、全国に例のない地下遺構が確認される等、地下遺構の良好な残存が確認されている。 

特筆すべき城郭の規模をもちながら、700 年間という長い間、相良氏の領地支配の拠点としてあ

り続けた人吉城跡は、中世城郭から近世城郭への移り変わりを知ることができる城郭として、城郭

全域が本質的価値を有している。 

 

１）千田嘉博「人吉城の構造」『史跡人吉城跡保存管理計画書第２版』2011 

２）鶴嶋俊彦「肥後相良領の近世城郭」『第 31 回全国城郭研究者セミナー』2014 

 

 

（３）構成要素の分類 

史跡人吉城跡を構成する要素は、『史跡人吉城跡保存管理計画第２版』（平成 23 年３月）におい

て、地区区分の設定とそれに基づく構成要素の詳細に示されるように「A：史跡の本質的価値を構

成する諸要素」に加え、「B：史跡の本質的価値の保存管理及び活用に有効な諸要素」、「C：史跡の

保存管理及び活用において調整が必要な諸要素」に分類されている。 

また、史跡地外においては、指定後に「A：史跡の本質的価値を構成する諸要素」になる「A に

準ずる要素」、「B に準ずる要素」、「それ以外の要素」に区分される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Aに準ずる諸要素：史跡地外において保護をはかる要素で指定後は Aとなるもの 
B に準ずる諸要素 
それ以外の諸要素 

史
跡
地
外
 

A：史跡の本質的価値を構成する諸要素 
B：史跡の本質的価値ではないが保存管理及び活用に有効な諸要素 

       ａ.史跡の価値を顕在化するために有効な要素 

       ｂ.史跡の管理・活用上有効な要素 

       ｃ.史跡の歴史に由来ある要素 

C：史跡の保存管理及び活用において調整が必要な諸要素 

史
跡
地
内
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表３―１ 史跡地及び史跡地周辺を構成する諸要素一覧 

史跡地内 

構成要素 

中世城郭 
近世城郭 

高御城 御館跡 西外曲輪 北曲輪 南外曲輪 

Ａ 

土塁・堀・石

垣・塀・門に

伴う遺構・そ

の他平場に

遺存する遺

構 ( 武 家 屋

敷、居館、習

教館跡他)・

その他斜面

部に遺存す

る遺構 

土塁・井戸跡・

堀・石垣・塀・

神社、院跡（愛

宕社跡・地蔵院

跡・於津賀社

跡）・門に伴う

遺構・その他平

場、斜面部に遺

存 す る 遺 構

（館、護摩堂跡

他） 

堀合門跡・平場

に遺存する遺

構（館、塀、井

戸、池、庭跡他） 

石垣・塀・門に

伴う遺構（大手

門跡、角櫓、多

門櫓）・その他

平場に遺存す

る遺構（井戸、

武家屋敷、後口

馬場、馬責馬

場、他） 

石垣・塀・門に

伴う遺構(お下

門、水ノ手門

跡)その他平場

に遺存する遺

構(間米蔵、欠

米蔵、塩蔵跡

他) 

平場に遺存す

る遺構（塀、武

家屋敷、郷義館

跡他） 

Ｂ  

 a 

 名称サイン 

解説サイン 

 

 

 

復元建造物（堀

合門） 

名称サイン 

解説サイン 

 

 

展 示 解 説 施

設・覆屋（人吉

城歴史館） 

復元建造物（角

櫓、多門櫓、長

塀） 

遺構平面表示 

名称サイン 

解説サイン 

遺構表示 

名称サイン 

解説サイン 

 

 

 b 

園路 防護柵・便益施

設（四阿）・排

水設備 

その他サイン 

便益施設（水

道、トイレ）排

水設備 

その他サイン 

防護柵・園路・

照明、電気系統

設備・便益施設

（トイレ・水

道 ・ ベ ン チ

他）・排水設備 

その他サイン 

防護柵・園路・

照明、電気系統

設備・便益施設

(べンチ、四阿) 

その他サイン 

防護柵 

 c 
   善男善女の碑 

イチイガシ 

  

Ｃ 

史跡地内の植栽（遺構に影響を与えている樹木／景観上調整が必要な樹木 等） 

電柱電線・石

碑石塔・墓石

等 

二の丸の杉・石

碑石塔（断髪記

念碑） 等 

防空壕 

相良神社・電柱

電線・植栽 

・石碑石塔（忠

霊塔他） 等 

電柱電線・植

栽・石碑石塔

（歌碑他） 等 

石碑石塔(記念

碑) 左近の石 

等 

 

 

史跡地外 
構成要素 

中世城郭 近世城郭 
中原城下原城（東外曲輪） 東外曲輪 南外曲輪 

Aに準ずる要素 平場、斜面部に遺存する遺構
（屋敷、塀、堀跡） 

土塁・堀・塀・神社、院跡（清
水観音、春日社跡他）・その他
平場、斜面部に遺存する遺構 

平場に遺存する遺構(武家屋
敷、塀、岩下門跡他) 

B に準ずる要素 園路・電気系統設備 

植栽・防護柵・説明板・便益
施設（トイレ・水道）園路・
照明、電気系統設備・文化財
資料室 

園路・照明、電気系統設備 

 

それ以外の要素 球磨川、胸川、中心部のまちなみ（住宅等）、道路、工作物、その他構造物 
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（４）史跡を構成する要素の現状 

史跡を構成する要素の現状を以下に整理する。 

 

Ａ：史跡の本質的価値を有する要素 

＜中世城郭＞ 

番

号 
名称 現状・整備状況等 

１ 上原城 

・土塁、堀切、竪堀、横堀その他関連施設および普請作事等の痕跡が良好に残されて

いる。 

・空堀等の地形は道路沿いのいくつかの地点から視認することができるが、竹林とな

っており立入が困難である。植生管理が行われていないため、眺望も良くない。 

・年代は不明であるが、石垣が遺存している。 

２ 習教館跡 ・文書による記述のみであり、所在地の確定には至っていない。 

 

 

１．上原城 １．上原城（区域内にある石垣） １．上原城（堀の跡） 

 

＜近世城郭（高御城）＞ 

番

号 
名称 現状・整備状況等 

３ 本丸 

・昭和 50 年度に、表土が流出しないよう表面に三和土を張り整地。礎石の礫自体が

半分以上地表より露出していたが、整地により礫上面のみ露出している。 

・北側に四阿が設けられるが、本丸周囲の樹木が繁茂しており北、東、南向きの眺望

はよくない。 

４ 護摩堂跡 ・護摩堂の礎石配置図を看板に掲載するが、遺構との比定が困難。 

５ 二の丸 

・二の丸の地形に沿って石垣が遺存している。成長した杉の根により一部孕みが生じ

ていたため、石垣周辺の杉は伐採が行われている。 

・昭和 47 年の発掘調査により、建築物の規模、構造の一部が明らかとなったが、御

殿を表す表示は、御殿配置図を示した解説サインのみとなっている。 

・検出した礎石はすべて埋め戻されている。 

・御殿に伴うと推測される手水、礎石の一部が露出している。 

・明治時代の植林（スギ・ヒノキ）は高木となり、本丸の輪郭を隠している。 

６ 三の丸 

・三の丸西側の北向き（於津賀社跡南側）の斜面に石垣が遺存している。崩落の時期

は不明であるが、石垣が崩れたままになっている。 

・西側は芝生広場として整備されている。 

・北側、東側に四阿が設けられる。 

・北側は球磨川及び対岸の城下の眺望が良いが、東側は樹木により眺望がよくない。

・頻繁に斜面崩落が発生している。 
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番

号 
名称 現状・整備状況等 

７ 於津賀社跡 
・社殿の礎石が残り、礫自体の表面が地表に露出している。 

・解説サイン、標柱が設置されている。 

８ 地蔵院跡 
・敷地下部に解説サインがあるほかは、標柱等は設置されておらず、構成要素の存在

が感じづらくなっている。 

９ 愛宕社跡 

・建物基礎が良好に遺存している。 

・地蔵院跡東側園路に解説サインが設置されている。 

・愛宕社跡への園路がなく、立入が困難である。 

 

 

３．本丸（全体の様子） ４．護摩堂跡（礎石） ５．二の丸（全体の様子） 

 

６．三の丸（東側の樹林地） ６．三の丸（北側石垣） ７．於津賀社跡 

 

 

８．地蔵院跡 ９．愛宕社跡  
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＜近世城郭（御館跡）＞ 

番号 名称 現状・整備状況等 

10 御館跡 

・絵図に描かれた内容と一致する形で礎石等が発掘調査で確認されたが、部分的な

調査に留まったため、礎石等は現在埋め戻されている。 

・発掘調査により確認された土蔵跡、中門跡をカラーアスファルト及び地先境界ブ

ロックにより遺構表示を行っているが説明がなく、遺構表示の存在が分かりづら

くなっている。 

・北側は芝生として整備されている 

・発掘調査地以外の大半が相良神社所有地となっている。 

11 堀合門跡 

・明治初期に城外に移築された堀合門（人吉市指定文化財）をもとに新築復元が行

われている。 

・説明サインが設置されている。 

 

 

10．御館跡（南側） 10．御館跡（北側） 11．堀合門跡 

 

＜近世城郭（西外曲輪）＞ 

番号 名称 現状・整備状況等 

12 大手門跡 

・土塀の控え柱を含め石垣は良好に遺存している。 

・門の復元は行われていない。 

・昭和初期まで大手門跡南側櫓台に火の見櫓が設置され、一部破壊を受けている。

・門を正面から撮影した明治期の写真が残る。 

・写真を基に描かれた「人吉城油絵」（人吉市指定文化財）が残る。 

・解説サインが設置されている。 

13 角櫓跡 
・発掘調査並びに明治期の古写真を基にした建物の復元整備が行われている。 

・解説サインが設置されている。 

14 多門櫓跡 
・発掘調査並びに明治期の古写真を基にした建物の復元整備が行われている。 

・解説サインが設置されている。 

15 長塀跡 

・発掘調査並びに明治期の古写真を基にした復元整備が西側及び北側の一部分で行

われている。 

・解説サインが設置されている。 

・経年劣化による塀のひび割れが散見される。 

16 

馬場跡 

（後口馬場 

御馬責馬場 

麓馬場） 

・後口馬場については発掘調査、絵図より道路幅が判明しており、調査成果に基づ

いた整備が行われている。 

・御馬責馬場は市道五日町田町線、麓馬場は市道麓町矢黒線として馬場跡が踏襲さ

れている。 
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番号 名称 現状・整備状況等 

17 武家屋敷跡 

・発掘調査に基づいた礎石等の遺構表示のほか、絵図に基づいた屋敷地の境界の表

現等が行われている。 

・発掘調査により出土した２つの地下遺構は、人吉城歴史館・覆屋の整備により露

出展示され、本史跡の大きな見どころとなっている。 

・発掘調査を基にした遺構表示が行われている。遺構表示の詳細については p.40

に示す。 

・史跡人吉城跡のガイダンス施設として人吉城歴史館が立地する。 

・芝張部分は広場として活用され、大規模イベントの際は会場として使用される。

 

 

12．大手門跡 13．角櫓跡 14．多聞櫓跡 

 
15．長塀跡 16．馬場跡（後口馬場） 17．武家屋敷跡（全体） 

 

 

17．武家屋敷跡（大井戸遺構） 17．武家屋敷跡（歴史館 地下室遺構）  
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＜近世城郭（北曲輪・南外曲輪）＞ 

番号 名称 現状・整備状況等 

18 御下門跡 

・石垣、石段ともに良く遺存している。 

・門の復元は行われていない。 

・説明サインが設置されている。 

19 
水ノ手門跡 

(船着場跡) 

・石垣、石段等は良く遺存し、船着場跡の整備も実施されているが、水際の植物

の繁茂により、川の対岸からの視認性や城郭側からの視認性が失われている。 

・船着場をイメージしやすい写真付の説明サインが設置されている。 

・門の復元は行われていない。 

20 郷義館跡 
・標柱が建てられている他は遺構表示等の整備は行われておらず、暫時的に駐車

場として利用されている。 

 

 

18．御下門跡 19．水の手門跡 20．郷義館跡 

 

＜近世城郭（その他）＞ 

番号 名称 現状・整備状況等 

21 

近世城その他

平場に遺存す

る遺構 

・居館跡、武家屋敷群、門跡、馬屋、通路、塀、柵、暗渠等排水施設、蔵跡、

番所、堂跡、武庫（江戸時代の絵図には未記載だが、明治８年の「払い下げ

絵図」には記載。よって少なくとも 1845 年以降につくられたと見られる。）

等の遺構が近世城郭の平場に遺存していることが推測されるが、敷地構成や

建物の詳細は不明となっている。 

22 
近世城斜面に

遺存する遺構 

・堀、石垣、暗渠等排水施設、階段状遺構、門跡、通路、石落とし、橋、その

他関連施設及び普請作事等の痕跡が近世城郭の斜面地に遺存している。 
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図３－２ 史跡の本質的価値を有する要素の分布状況 
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Ｂ：史跡の本質的価値の保存管理及び活用に有効な諸要素 

＜a史跡の価値を顕在化するために有効な要素＞ 

番

号 
分類 現状 

a1 
展示解説施

設・覆屋 

・人吉城のガイダンス施設として平成 17 年度竣工。遺構を保護しつつ、人吉城に

ついての歴史を来訪者に分かり易く解説し、史跡への理解を深めるために整備さ

れている。大井戸遺構の覆屋は通常時は施錠されている。 

a2 復元建造物 
・多門櫓、角櫓、長塀は発掘調査と古写真等をもとに、旧来の材料と技法を用いて

平成５年度に復元。堀合門は、発掘調査と現存の堀合門から平成 19年度に復元。

a3 遺構表示 

・遺構表示は、近世城郭の遺構や当時の様子を表現するため、ふるさと歴史の広場

や北外曲輪、三の丸の一部、本丸等において整備されている。全体としての課題

は、舗装等の一部が老朽化しているほか、水の手門南側の平面表示部分は夏季に

草が生い茂り、平面表示の存在がわかりづらくなることがある。石や木を用いた

平面表示の保存状態は概ね良好である。 

（※遺構表示の表現手法について、次頁に整理した。） 

a4 名称サイン 
・「史跡人吉城跡」の標柱のほか、「本丸跡」や「御館跡」の旧跡の場所を示す石製

の標柱が設置されている。 

a5 解説サイン 

・遺構表示されている場所や、二の丸・三の丸等の各地点に、陶板と石材の小規模

な解説サインが設置されている。平成５～６年整備のものが多く、一部はひび割

れや色褪せが見られる。 

 

 
a1.展示解説施設（人吉城歴史館） a1.覆屋 a2.復元建造物 

  

a3.遺構表示 a4.名称サイン a4.名称サイン 

 

 

a5.解説サイン a5.解説サイン  
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（※）遺構表示の種別 

史跡人吉城跡における遺構表示は、整備時期や表現方法がそれぞれの場所によって異なっている。

以下に表現方法の種別と、それらの現状を整理した。 

 

表現方法 

（表現対象） 
写真 現状と課題 

①ゴムチップ舗装 

（建築物の範囲） 

 

 

 

・平成 15～17 年の発掘調査で確認された、４

棟の建築物の大きさと配置を示したものであ

る。 

・景観的にやや目立っている。また、経年によ

る劣化も見られる。 

②カラーアスファルト舗装

（屋敷の門の跡） 

 

 

・馬責馬場に沿って、武家屋敷の門の跡をイメ

ージして整備されたものである。 

・発掘調査の成果に基づくものではなく、史跡

の価値を正しく伝えているとは言い難い。 

③木杭 

（建築物の柱位置） 

 

 

・建築物の柱の位置を、発掘調査に基づいて表

現したものである。高さがあるため、視覚的

に価値が伝わりやすい反面、広場としての利

用には制限がある。 

④木製デッキ 

（建築物の範囲） 

 

 

 

・建築物の範囲を、発掘調査に基づいて表現し

たものである。高さがあるため、視覚的に価

値が伝わりやすい反面、表示の部分はデッド

スペースとなっている。デッキに使用されて

いる木材が老朽化している。 

⑤石材：線的表現 

（建築物の範囲） 

 

 

 

・建築物の範囲を、発掘調査に基づいて表現し

たものである。視覚的に価値が伝わりやすい。

⑥石材：点的表現 

（建築物の礎石） 

 

 

 

・掘調査により出土した礎石跡を、石材を用い

て表現したものである。発掘時の様子を想像

させることで価値が伝わりやすく、景観的な

影響も少ないが、芝等が繁茂すると視認しづ

らくなる。 

⑦低木の植栽 

（屋敷割） 

 

 

 

・発掘調査と絵図に基づいて、低木の植栽によ

り屋敷割のラインを表現したものである。ふ

るさと歴史の広場の北側に類似した植栽は、

広場と車道を区切る目的のものであり、遺構

表示ではなく遺構表示かどうかの区別がつき

づらい。 

⑧コンクリート 

（井戸跡） 

 

 

 

・発掘調査に基づいて、井戸の地上部分を再現

したものである。視覚的にわかりやすいが、

コンクリート製であるため、やや史跡地の景

観にそぐわない。 
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＜ｂ.史跡の管理・活用上有効な要素＞ 

番

号 
分類 現状 

b1 便益施設 

・トイレは、史跡指定地内においてはふるさと歴史の広場南東側、水の手門東側に設

置されている。史跡地に隣接する敷地に汲み取り式のトイレが設置されているが、

現在はほとんど使用されていない。 

・史跡地北側の球磨川沿いや、二の丸、本丸に、木製及び石製のベンチが点在してい

るが、老朽化が進んでいる。四阿は、水の手門東側広場、三の丸、本丸等に設置さ

れている。水の手門前や本丸に設置されている樹木のベンチは特に老朽化が進んで

いる。 

b2 防護柵 

・水の手門から角櫓までの区間、御下門から三の丸に上る石段の中腹から上側、及び

三の丸を囲む広範囲にわたって竹を模したプラスチック製の柵が整備されている。

水の手門東側広場から北曲輪の球磨川沿いには、擬木コンクリートの柵が整備され

ているが、老朽化が進んでいる。三の丸西側斜面の階段部分等には金属性の手すり

が設けられており、一部は景観に配慮したこげ茶色の色彩が用いられている。 

・車輌の立ち入りができない場所には車止めが整備されているが、整備年代が異なる

ものが混在しており、デザインの統一が図られていない。一部は老朽化している。

b3 園路 

・ふるさと歴史の広場、水の手門東側、三の丸はベンチや四阿、芝生等が整備され、

広場として利用されている。園路は、ふるさと歴史の広場の外周及び中央、北外曲

輪を中心とした高御城の周辺一帯が舗装され遊歩道として整備されている。後口馬

場は当時の道幅を再現している。園路舗装は一部老朽化しており、特に三の丸周辺

は劣化が激しい。 

b4 照明 

・ふるさと歴史の広場周辺及び水の手門東側広場等にポール型の照明が設置されてお

り、一部老朽化している。はね出し石垣周辺にはフットライトや、ライトアップ用

のスポットライトが設置されている。三の丸、二の丸、本丸には照明は整備されて

いない。 

b5 排水設備 

・築城とともに構築された暗渠とは別に、斜面や平地の崩壊防止や陥没防止等の史

跡管理のために設置した排水施設。主に、西外曲輪や高御城平場の暗渠排水、高御

城斜面部に設置された排水パイプ等があげられる。 

 

 

b1.便益施設（トイレ） b1.便益施設（ベンチ） b2.防護柵. 

 

b3.園路 b4.照明 b5.排水設備 
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番

号 
分類 現状 

b6 植栽 

・当時の植栽は不明であるが、史跡の斜面保護等管理活用上または、景観を考慮して

樹種転換等を図っている。平場は主に芝貼り、斜面は保護に有効な和種により、整

備している。主に、高御城、西外曲輪、御館跡北側等に実施。 

・樹齢の高いものは大木化し、石垣に影響を与えているものが散見される。また、斜

面地等において実生木が生い茂り、眺望を阻害している場所も多い。 

b7 名称サイン 
・人吉城歴史館のサインや、史跡地内の樹木の名称を示す名称サインが点在している。

b8 案内サイン 

・史跡地内や周辺、人吉市内等の案内を行うためのサインが計４か所設置されてい

る。史跡地の総合案内サインは人吉城歴史館の東側１ヶ所のみの設置となってい

る。 

b9 誘導サイン 

・誘導サインとしては、城郭の内部を中心に路面埋設標識が設置されている。また、

三の丸西側斜面等には木製の案内・誘導サインが設置されている。水の手橋や大手

門周辺には、人吉市全体の観光サインが設置されている。また、九州自然歩道の木

製の誘導サインも点在している。 

b10 
注意喚起サ

イン 

・ふるさと歴史の広場や城郭内部等、主に園路が整備されている周囲に、車の進入

やペットのマナー等に関する注意喚起サインが点在している。いずれも金属、木製

等の簡易なものである。 

 

 
b6.植栽 b6.植栽 b7.名称サイン 

 
b8.案内サイン b8.案内サイン b9.誘導サイン 

 

b9.誘導サイン b9.誘導サイン b10.注意喚起サイン 
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＜ｃ.史跡の歴史に由来ある要素＞ 

番

号 
分類 現状 

c1 善男善女の碑 

・寛永 17（1640）年、第 21 代頼寛により相良（犬童）清兵衛が幕府に訴えられた

際、一族が屋敷にたてこもる事件「お下の乱」が発生。その際に全滅した清兵

衛一族の霊を弔うために建立された。もとは遺体の流れついた球磨川矢黒附近

に設置されていたが、近年、城内に移転したもの。 

c2 
城内のイチイ

ガシ 

・第 20 代相良長毎の代に、重臣であった相良（犬童）清兵衛が人吉城の石垣築造

の記念に植樹したという。昭和 33 年３月 10 日市の天然記念物に指定。根回り

4.36ｍ、高さ 30.5ｍ。 

 

 

c1.善男善女の碑 c2.城内のイチイガシ 

 

Ｃ：史跡の保存管理及び活用において調整が必要な諸要素 

分類 概要及び現状 

樹木等 

・石垣を隠しているものや曲輪法面に自生して遺構の保全に影響を与えている樹木が

ある。また、国体記念樹のメタセコイアや並木としてのタイワンフウ等、史跡とは

関連がないが景観を形成している樹木が点在する。 

建築物等 
・旧人吉市役所本庁舎の建築物は平成 30 年に解体されたが、国旗掲揚台、掲示板等

の工作物が史跡地内に点在する。 

石碑等 
・人吉市ゆかりの文人の歌碑・句碑や顕彰碑、銅像、石碑、忠霊塔等が、主に西外曲

輪、北外曲輪、三の丸斜面等に点在する。 

防空壕 
・太平洋戦争時に設けられた防空壕。シラスに掘り込まれており、崖面が空洞となり

崩落の危険がある。 

相良神社 

・もとは「人吉神社」という。明治維新とともに藩政は終焉を迎えたが、郡民の総意

により、700 年の統治に対する歴代への報恩を示すため明治 13年創立。各戸から応

分の出資を得て造られたが、祭祀料は、各村に信徒総代を置いて集金し、毎年４月

大祭、11 月に小祭を行うこととした。境内には、大正 13 年４月に高橋政重・林正

盛双方の功績を讃えて建立された頌徳碑など、複数の設置物がある。 

二の丸の杉 

・明治 14（1881）年、二の丸・三の丸に五官五民の杉指免許あり（稲富文書）。二の

丸の杉はこの時のものか。江戸初期、飫肥藩の財政を補うために杉の植林が始めら

れたとされ、文政年間(1820 年頃)には、領民に植林させて利益を折半する五官五民

などの部分林制度がつくられ造林が進んだといわれる。 

左近の石 

・「左近の石」は大水に備えたり、流路調整のためにもともと中川原の先端におかれ

たという。昭和 43（1968）年、球磨川改修に伴い取り除かれ、北外曲輪に安置され

ている。 
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樹木等 樹木等（メタセコイア） 樹木等（タイワンフウ） 

 

樹木等（二の丸の杉） 樹木等（ユーカリ） 建築物等 

 

石碑等 石碑等 石碑等（忠霊塔） 

 

防空壕 相良神社 左近の石 
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図３－３ 本質的価値を構成する要素以外の分布状況（工作物等） 



47・48 

 

   

図３－４ 本質的価値を構成する要素以外の分布状況（遺構に影響を与えている樹木／景観上調整が必要な樹木） 
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（５）眺望環境 

①史跡地外から史跡地への眺望 

河川と崖地を天然の要塞としている史跡の特性上から、また復元整備が進み、石垣等の遺構が良

好に残っている近世城郭の配置の関係上、史跡地外から史跡地を望むことのできる視点場は球磨

川・胸川の対岸に集中している。それらの位置と眺望景観の特性を以下および次頁に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－５ 史跡地外から史跡地を望む視点場 
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（ⅰ）城見庭園 

城見庭園は、人吉城跡から球磨川を挟んで対岸側に

位置し、人吉城跡と球磨川の両方を望むことで、堀と

しての球磨川と近世城郭の石垣を良く見ることがで

きる。特に、高御城の対岸に位置するため、御下門周

辺や、本丸・二の丸・三の丸といった城郭の構造を確

認するために適した視点場である。現状では、繁茂し

た樹木により城本来の地形や、二の丸、三の丸の石垣

が視認できない状況である。 

 

 

（ⅱ）水の手橋 

水の手橋は、九州自動車道人吉 IC 等の球磨川右岸

側から人吉城跡にアクセスする際に、最初に城郭を目

にすることのできる重要な視点場である。 

橋の上からは、球磨川沿いの石垣のほか、復元され

た長塀も目にすることができるが、現状では二の丸や

三の丸の石垣は、繁茂した樹木により視認することが

できない状況である。 

 

 

（ⅲ）中川原公園 

中川原公園は、球磨川の中洲を整備した公園であり、

釣りやキャンプなどのレジャーを楽しむ市民の姿も

多く目にすることができる。 

公園の東側の広場から、西外曲輪の川沿いの石垣や

復元された長塀、角櫓の様子が良く視認できる。高御

城に関しても、二の丸の石垣等を遠望できる。 

 

  

城見庭園から高御城への眺望 

水の手橋から高御城への眺望 

中川原公園から西外曲輪への眺望 
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（ⅳ）大橋周辺 

大橋は、史跡地の北西方向に位置し、橋の途中に中

川原公園へのアクセス路が接続している。人吉駅から

人吉城跡にアクセスする際に最初に城郭を目にする

ことができる重要な場所である。 

大橋周辺～大手門周辺には、胸川沿いに遊歩道が整

備されており、角櫓・多聞櫓等の古写真や絵画が解説

サインに掲載されている。これらの構成要素は復元整

備も進んでおり、近世における人吉城跡の姿を最も良

く伝える視点場である。 

 

（ⅴ）大手橋周辺  

大手橋からは、胸川とともに平成３～５年度に復元

整備を行った多聞櫓及び長塀を望むことができる。近

世城郭の本来の入口である大手門の手前でもあり、来

訪者の期待感を高めることのできる景観である。 

 

 

 

 

 

（ⅵ）球磨川くだりにおける船上 

人吉城跡東側を発船場とする球磨川くだりは、船上

から高御城～西外曲輪までの景観を望むことができ

る視点場である。堀である球磨川を移動しながら、城

跡の全体像を確認することができ、一連の景観を間近

で見ることのできる人吉城跡ならではの眺望環境で

ある。 

 

 

 

 

 

 

  

大橋から復元された角櫓への眺望 

大手橋から多聞櫓への眺望 

水の手橋上流側から人吉城跡への眺望 

水の手橋下流側から人吉城跡への眺望 
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②史跡地から史跡地外への眺望 

史跡地から史跡地外への眺望に関しては、河川や城下町といった人吉城跡の周辺環境を理解する

という視点では、主に地形のレベルが上がっている近世城郭の本丸・二の丸等が主な視点場となる。 

それらの位置と眺望景観の特性を以下に示す。 

 

 

図３－６ 史跡地内から史跡地の周辺を望む視点場 

 

 

（ⅰ）北外曲輪 

北外曲輪に整備されている広場及び川沿いの園路か

らは、山々と市街地を背景とした球磨川の景観を望む

ことができる。対岸には球磨川くだりの発船場があり、

球磨川くだりを楽しむ観光客の姿も目にすることがで

きる。 

 

  
北外曲輪から球磨川・市街地への眺望 
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（ⅱ）御下門 

御下門からは、北外曲輪と同方向において、より目

線の高い場所から石垣越しに堀としての球磨川の景

観を目にすることができる。 

 

 

 

 

 

（ⅲ）三の丸東側 

三の丸東側から北側への眺望は、築城当時は城下町

への眺望が開けていたと考えられるが、現在は樹木が

繁茂し、球磨川や市街地への眺望を阻害している。 

 

 

 

 

 

（ⅳ）二の丸・三の丸西側 

二の丸・三の丸の西側からは、樹木等に遮られず、

西外曲輪及び西側の城下町の範囲を目にすることが

できる。特に、大手門から永国寺へと繋がる道路は、

城下町の主要道路から高御城への見通しが確保され

ており、往時に武家屋敷を望んだ景色の通りに、現在

もその景色を見ることができる重要な眺望である。 

 

 

（ⅴ）本丸 

近世城郭の最も高い位置にある本丸からは、築城当

時は北側・西側への眺望が開けていたと考えられる。

現在は樹木が繁茂し、河川や市街地への眺望を阻害し

ている。 

 

 

 

 

  

三の丸から北側への眺望 

本丸から北側への眺望 

御下門周辺から北側への眺望 

二の丸から永国寺方面への眺望 
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（６）これまでのき損等の状況 

元和元年（1615 年）以降の「普請願」による幕府への言上の制度は、石垣普請や建物作事の記録

だけでなく、災害等により被害が生じた場合の災害被害記録として読み取ることができる。相良家

文書には、地震や水害による石垣等の修理を願い出た普請願の控えが 17例確認されている。 

また、残された普請願の中で、最も多くの被害が確認されている宝永４（1707）年の地震により、

石垣や門、塀、蔵、岸の崩れが生じたことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図３－７ 江戸時代き損等状況図 
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昭和 36 年の史跡指定以後で、き損等が確認された主な箇所は、図３－８に示すとおりである。

き損の原因は、豪雨や水害等の災害を起因としたものが大半を占め、き損の後、災害復旧事業とし

て各年代に修理工事が実施されている。 

特に昭和 40 年代に集中した、度重なる土砂崩落に対しては、曲輪面の排水機能の強化と、崩落

斜面を緩斜面としオカメザサ植生とする工法、法面工、法面を安定勾配へと切土した後植生マット

を被覆する工法等、様々な工法による対処が行われてきたが、シラス土壌の崩落に対して有効な工

法を選定できていない現状がある。 

また、石垣に関しては、崩落等のき損の都度、積み直しによる対処が行われているが、大半はき

損後の対処的な措置に限られ、危険箇所の把握やその対応について基準がない状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図３－８ 平成 30年度までの主なき損状況 



 

56 

 

 

以下に、斜面崩落等の災害復旧及び崩落した石垣の保存修理工事の様子を参考資料として示す。

昭和 55 年度 胸川沿い石垣保存修理工事 

昭和 41 年度 災害復旧工事（石垣＋緩勾配にオカメザサを植栽） 

昭和 34 年度 三の丸南部石垣保存修理工事 
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平成 26 年度 災害復旧工事（植生マット被覆） 

平成 11・12 年度 本丸・二の丸・三の丸エリア災害復旧工事 
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（７）現在の石垣や石段の状況 

平成 30 年度に実施した高御城周辺の石垣・石段の現地調査では、石垣の孕み出しや間詰石の抜

け、石段下部の栗石の流失など、今後き損が生じる可能性がある箇所がみられた。代表的な状況を

下図及び現況写真を次頁以降に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図３－９ 平成 30年度調査における石垣や築石等の状況 
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４．石垣のはらみ出し、間詰のヌケ、築石のズレ 

平成 30年度調査における石垣や築石等の現地写真 

２．石垣のはらみ出し、控えのない築石の前傾、築石のズレ 

３．石垣のはらみ出し、間詰のヌケ、築石のズレ 

１．石垣のはらみ出し、築石のズレ 
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平成 30年度調査における石垣や築石等の現地写真 

５．石垣のはらみ出し、天端石のズレ 

７．角石のズレ〔角石基礎の沈下に伴うもの〕 

６．石垣上半部のはらみ出し 

８．石垣のはらみ出し 
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平成 30年度調査における石垣や築石等の現地写真 

10．石垣のはらみ出し、石垣下部の築石崩落 

11．石垣のはらみ出し、築石のズレ 

９．石垣のはらみ出し、間詰にコンクリート 

12．天端陥没による石垣天端石のズレ（崩落の危険あり） 
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13．石垣のはらみ出し、天端面樹木根による天端石のズレ 

14．石垣のはらみ出し 

15．石垣のはらみ出し、天端石のズレ 

16．築石のズレ、間詰のヌケ 

平成 30年度調査における石垣や築石等の現地写真 
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（８）史跡地への来訪者数 

史跡人吉城跡は大部分が都市公園となっているため、正確な来訪者数は不明である。ここではガ

イダンス施設である人吉城歴史館の来館者数について整理する。 

人吉城歴史館の来館者数は、過去６年間の間、年間概ね１万５～６千人程度の間を推移している。

平成 30 年度は、近年では平均水準の１万６千人程度の来館者を数えた。 

平成 30 年度の来館者数の属性を見ると、団体客のうち、県外からの来館者が件数・人数ともに

４分の３程度を占めた。県内客においても郡市外からの来館者がほとんどを占めており、遠方から

の来訪者が多く訪れていることが分かる。 

隣接する八代市へのクルーズ船の寄港の増加等の要因から、外国人来館者の割合も年々増加して

おり、平成 30 年度には来館者全体の 5.6％を占める 894 人が来館した。国別の内訳は、中国・台湾・

韓国からの来館者がおよそ 30％を占め、欧米からの来館者はおよそ 25％程度を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－10 過去６年間における来館者数の推移 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図３－11 平成 30年度 団体客の内訳        図３－12 平成 30年度 外国人来館者の内訳  
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（９）史跡人吉城跡に対する市民意識 

本計画の策定にあたり、市民に人吉城跡の価値を改めて伝えるとともに、市民の人吉城跡に対す

る現状の認識やニーズ等を把握するためのイベントや来訪者アンケートを実施した。以下にその概

要を示す。 

 

①人吉城歴史さんぽ vol.１ 近世城郭編 

・開催日時：平成 30 年 11 月３日（土・祝）９時半～12 時 

・開催場所：人吉城跡（近世城郭） 

・参加人数：61 人（人吉市内 56 人、市外５人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「歴史さんぽ vol.1 近世城郭編」では、小学生から 90 代までの 61 名が参加し、江戸時代の

藩士が実際に登城したルートをたどりながら、各ポイントで市学芸員の解説を受けた。終了後

のアンケート意見の一部を以下に示す。 

 

【アンケート意見（抜粋）】 

・人吉市民になって 10 余年、２・３度散歩に来たが、何も知らなかった。今回参加して、歴史

に興味が出た。次に来る時は、今回のマップを参考にして巡りたい。 

・見慣れているお城だが、知らないことが多くあり、大変おもしろかった。保存の意味も知るこ

とができ、やたら掘ればいいと言うものではないということがわかった。 

・色々なお城の中でも、人吉城にしかない、はね出し石垣等、文化的にも貴重な史跡なのがわか

っていい体験だった。 

・何度も歩いているが、このように詳しく説明してほしかった。石垣の櫓門の跡や石積で年代が

わかること、昔の状態が残り良く分かること等、大変勉強になった。 

・全国でも、昔のままの姿を残す貴重なお城が散歩コースにあるなんて素晴らしい。産まれた時

からあるのがあたりまえで、見慣れた場所がこんなにすごい所だと分かり、ワクワクした。 

・来るのは久しぶりだったが、人吉の財産だと感じた。中世城郭編もぜひお願いしたい。後世に

も伝えていくことも大切で、小中高生たちにも人吉の歴史を学んでほしい。 

・分かりやすい説明板があればもっと良い。 

・二の丸の杉林はどうにかならないのか。 

・石垣前の木々を切ってほしい。  

大手門における解説の様子 はね出し石垣付近における解説の様子 



 

65 

 

②人吉城歴史さんぽ vol.２ 中世城郭編 

・開催日時：平成 31 年２月 24日（日）９時半～12 時 

・開催場所：人吉城跡（中世城郭） 

・参加人数：57 人（人吉市内 52 人、市外５人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「歴史さんぽ vol.２ 中世城郭編」では、20 代から 80 代までの 57 名が参加し、普段は立ち

入り禁止となっている上原城の区域をはじめ、史跡地内や周辺に残っている堀や石垣等、中世

城郭の名残を感じることのできる場所を巡った。また、近世城郭も併せて見学することで、二

つの時代の城郭における共通点等を学んだ。終了後のアンケート意見の一部を以下に示す。 

 

【アンケート意見（抜粋）】 

・近世城郭と中世城郭があることを初めて知った。 

・城の広大さがよくわかった。中世城跡をもっと整備し市民に周知しなければもったいない。 

・優れた建築技術で造られているので現代まで残っているのだと思った。 

・中世城・近世城を短時間で一緒に見られる良い城跡だと改めて知ることができた。 

・相良の本城、中世城部分を見ることができ勉強になった。曲輪の広さに驚いた。また切岸の角

度、高さもさすがだと思った。 

・城を巡る多くの場所に堀などがあり、当時の景観や人々の気持ちがリアルに伝わってきた。 

・もっと中世城郭の PRが必要だと思う。 

・上原城を伐採してあったので見学しやすかった。今後も見学できるようにしてほしい。 

・海外からの観光客へ対応した（英語、韓国語、中国語等の）総合案内板があるとよい。 

・中世城の整備が必要。素晴らしいものが残っているだけに今のままでは宝の持ち腐れになる。 

・草払い等を、ボランティアを募って定期的にやったらいいと思う。 

・やぶがすごかった。地形の保存って難しいと感じた。 

・静かな環境が気持ちを落ち着かせると感じた。携帯電話などで説明が聞けるような設備（音声

サービス）などがあれば良いと思う。 

  

シラスに関する解説の様子 中原城跡の「虎口」に関する解説の様子 
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9
8
8
5
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人吉城歴史館
石垣

球磨川からみた城跡
本丸跡

城跡からの風景
二の丸跡

水ノ手門跡（船着場跡）
三の丸跡
大手門跡

武家屋敷跡
城内の樹林

 塀跡
上原城跡
御下門跡

御館跡（相良神社）
角櫓跡
多門櫓跡
馬場跡

③来訪者アンケート 

・実施期間：令和元年６月～11 月 

・実施場所：人吉城歴史館 

・回答者数：271 人 

 

人吉城歴史館において、人吉城跡への来訪目的や印象に残った場所、改善点等について回答

する来訪者アンケートを実施した。そのアンケート結果の主な内容を以下に示す。 

 

【来訪目的（複数回答可）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者０名の項目は除いた 

〔その他の回答（自由記入欄）：百名城巡り、地下室 など〕 

 

【印象に残った場所や風景（複数回答可）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※回答者０名の項目は除いた 
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53
25

21
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18
16

12
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9
8
5
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お茶をしたり軽食がとれる場所が欲しい
おすすめの見所がわかりにくい

駐車場が狭い
目的地までの誘導サインがわかりにくい
ベンチなど休憩する場所がもっと欲しい

短時間で巡れるコースが欲しい
史跡地内が樹木でうっそうとしている

市街地からの誘導がわかりにくい
解説サインがわかりにくい

遺構などの表現（整備）がわかりにくい
史跡地内が歩きにくい

【施設の改善点（複数回答可）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者０名の項目は除いた 
 

【自由記入欄（抜粋）】 

・古い石垣などが多く楽しめた。時期の違う石垣があるので、見学して勉強になった。 

・中世城郭をもっと整備してほしい。 

・三の丸跡や於津賀社跡からの眺めや石垣の高さは最高だった。 

・人吉城全体が現地では分かりにくい。建物の復元を是非実施してほしい。 

・もっと歩いて見学できるフットパスなどを整備してほしい。 

・周遊コースが城の入り口等に書いてあれば歩きやすいと思った。 

・相良神社から二の丸・三の丸への看板が小さくて見づらかった。トイレや川沿いの道はとてもき

れいで歩きやすかった。 

・城跡の全体図が入口付近のみであったため、地面の案内だけでなく案内板があると良い。 

・解説板が汚れて破損もしており読めないため、もったいないと思う。 

・歴史館の場所や普通車の駐車場入口が分かりづらかったため、サイン整備をしてほしい。 

・大手橋や水の手橋から城を見ると、木々が鬱蒼としており荒れている印象を感じる。城跡内は

石垣が立派で整備もされているためもったいない。城跡が見えるように木を切ってほしい。 

・球磨川からの景色がとてもきれいだった。また来たい。 

・川沿いで緑も多く気持ちが良かった。アユ釣りをしている人も風景の１つでよかった。 

・川と城が近くにありすごくきれいで四季を感じられる。また違う季節に訪れたい。 

・自然を満喫できて良かった。城跡と球磨川と緑がきれいだった。 

・川、紅葉、歴史のバランスがとれており、観光資源として魅力的である。一方で、観光客が多

過ぎないことが良い点だと思う。 

・紅葉のベストタイミングに訪れるとすばらしい景色を楽しめる。 

・暑い中だと涼める場所があればいいなと思った。 

・人吉の歴史をもっと県外にアピールしてほしい。 

・今後どのように変わるのかイメージがあればいいと思う。 

・人吉城歴史館のモニター解説が非常に理解し易かった。他に類のない地下施設は勉強になった。
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３－３ 総括的な課題 

「３－２ 史跡の現状」までに整理した人吉城跡の現状を踏まえて、史跡整備に向けた課題を「保

存修復」、「環境整備」、「多様な活用」、「管理・運営」の視点で整理した。 

 

（１）保存修復 

人吉城跡の被害は江戸時代から現在まで、石垣や曲輪法面のシラス斜面が崩落するといった被害

が大半を占め、時間経過の中で生じた経年劣化をはじめとしたき損が徐々に進行している状況にあ

る。史跡地内には明治期に植樹された樹木など、大きく成長した樹木が多くあり、石垣等に影響を

与えている例が散見される。また、石垣が孕み、崩落が予見される石垣や水路整備により影響を受

け、崩落の恐れがあるシラス斜面なども確認されており、優先度に応じた措置を取る必要がある。 

人吉市では、昭和 38 年度の災害復旧事業対応以降、修理工事を含めた事業実施が進められてき

たが、き損箇所は軽微なものまで含めると広範囲にわたっており、また、昨今においては、記録的

豪雨の発生等が見られることから、これまでに想定していない影響が遺構に及ぶことも予見される。

しかし、現状においては、き損箇所に対しての対処法的な措置しか図られていない状況であること

は否定できない。 

さらに、中世城郭及び近世城郭のそれぞれにおいて、地下遺構・石垣等の史跡の本質的価値を構

成する要素を確実に保存していく必要があるが、絵図をはじめとした史料で把握できる敷地構成や

建物の詳細は不明なことが多い。 

 

（２）環境整備 

本史跡の持つ大きな特徴として、中世城郭と近世城郭が近接し、同一構造による変遷が現地で理

解できるという点があるが、現時点での整備において、この空間構成が来訪者にわかりやすく伝わ

っていない。 

史跡に関する解説は、人吉城歴史館における解説機能は充実しているが、屋外においては解説サ

イン等の提供手法を含めた老朽化や陳腐化が進んでいる。また、史跡地全体を巡るルートの設定が

されていないため、見学すべきポイントが来訪者に伝わっていない現状である。 

遺構等の解説に向けては、これまでの整備による遺構表現の手法や考え方が統一されておらず、

個別の遺構に関して何を伝えていくべきかが明確にされていないことから、来訪者に史跡の価値が

十分に伝わっていない現状がある。また、遺構展示の存在自体がわかりづらいものや、露出してい

る礎石等の遺構と後世に付加したものの違いが分かりづらくなっている場所もある。 

史跡地内の樹木は、視認性の観点からも影響を及ぼしており、史跡地の外側から史跡地を見た際

に、本来見えるはずの石垣を隠している場所や、内部空間から球磨川等への眺望を阻害している場

所が散見される。特に中世城郭については、樹木などが曲輪や堀に繁茂し、曲輪の広がりや堀切の

形状など、本質的価値である城郭遺構が確認できない等影響を及ぼしている。景観上優れた樹木や、

地域にとって愛着のある樹木も史跡地内には点在するが、それらの特定や具体的な保存方針等も定

まっていない状況である。また、公園としての快適性という観点から見ても、過度の繁茂により明

るさや空間の視認性を阻害している場所もある。  
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（３）多様な活用 

人吉城跡は史跡であると同時に、都市公園としての機能を有する、人吉市の貴重なオープンスペ

ースである。特に近代以降は、市役所庁舎の立地も相まって、市民にとっては極めて日常的に訪れ

る空間として認知されてきたが、市庁舎の移転に伴い、その拠点性が失われつつある。 

市庁舎跡地等を含む西外曲輪は、周辺市街地からのアクセス性も高く、現在は公園としての性格

が色濃くなっている。イベント広場として使用されることも多く、空間における歴史性が失われて

いる側面もある。 

人吉城跡の周辺には、武家屋敷、日本遺産の構成文化財となっている寺社等の関連文化財が点在

しているほか、中心市街地には、酒蔵や温泉等の多くの観光資源が立地しているが、人吉城跡とい

う観光の拠点との関係性が希薄であり、来訪者の回遊行動において、関連性を構築できていない状

況にある。 

さらに、人吉城址公園の駐車場は分散しており、案内も十分でないため、来訪者にとって分かり

づらい状況にある。 

 

（４）管理・運営 

本史跡は人吉市民にとっての貴重な共有財産であるが、前述した市庁舎の移転に伴う拠点性の低

下や、樹木の繁茂・施設の老朽化等により一部が近寄りがたい場所になっているため、市民にとっ

ての身近さが失われつつある。また、史跡としての管理・運営に加え、都市公園としての管理・運

営の視点も検討していくことが必要であり、定期的な協議の場を設けることも必要である。 

史跡の運用・活用面では、行政として実施する解説等に加え、人吉市観光案内人協会により案内

ガイドも育成されているが、十分に活用されているとは言い難い。 

また、史跡の多面的活用という視点においては、行政が準備する定期的なプログラムの遂行等が

必要であるが、広報周知も含めて不十分な状況である。 
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３－４ 個別課題 

前述の課題の中で、「（１）保存修復」、「（２）環境整備」について、主な箇所の詳細課題を以下に整理する。

図３－13 

整備に向けた課題図 




